
飽
照

「
蕪
城
賦
」

に
お
け
る
巌
櫨

西

I
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み

は
じ
め
に

「
白
楊
早
落
し
、
塞
草
前
表
す
。
」

こ
の
二
句
は
、
劉
宋
の
飽
照
「
蕪
城
賦
」

の
一
節
で
あ
る
。
「
蕪
城
賦
」
は
題
の
ご
と
く
、
荒
れ
た
街
を
題
材
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
南
は
蒼
梧
郡
、
北
は
長
城
を
望
む

位
置
に
、
昔
築
撃
を
誇
っ
た
都
市
が
あ
っ
た
。
人
々
は
、
豊
か
な
生
活
を
謡
歌
し
、
宮
殿
を
建
て
、
都
市
の
守
め
を
固
め
、
こ
の
繁
栄
が
未
来
永
劫
績
く
よ
う
願
っ
た
。
し

か
し
五
百
年
後
、

一
縛
し
て
見
る
影
も
な
い
巌
櫨
に
な
っ
て
し
ま
う
。
道
路
や
井
戸
に
蔓
や
葛
が
っ
た
い
、
壇
上
や
階
段
に
は
獣
が
う
ろ
っ
き
、
虎
が
肉
を
食
っ
て
血
を
濡

ら
せ
て
い
る
。
荒
れ
た
光
景
を
見
渡
せ
ば
千
里
の
向
こ
う
ま
で
、
土
煙
が
舞
う
だ
け
で
あ
る
。
あ
ま
り
の
惨
状
に
心
を
痛
め
て
い
る
と
、
在
り
し
日
の
華
や
か
な
様
子
が
蘇

っ
て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
も
す
べ
て
は
夢
の
あ
と
。
如
何
と
も
し
が
た
く
琴
を
取
り
出
し
て
「
蕪
城
の
歌
」
を
歌
う
、
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
皐
げ
た
二
句
は
、
「
蕪
城
賦
」

の
後
半
、
廠
境
の
場
面
に
見
え
る
。
昔
整
備
さ
れ
て
い
た
遁
は
尉
れ
て
塞
が
れ
、
動
物
や
物
の
怪
が
抜
慮
す
る
。
そ
し
て
人
の

手
が
入
ら
な
い
た
め
に
、
草
木
は
伸
、
び
放
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
草
木
の
中
に
、
「
白
楊
」
と
「
塞
草
」
と
を
数
え
る
。

し
か
し
こ
の
廠
櫨
が
以
前
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
に
「
白
楊
」
と
「
塞
草
」
が
生
え
て
い
る
こ
と
は
奇
妙
で
は
な
い
か
。
「
白
楊
」
と
聞
け
ば
連
想
さ

れ
る
「
古
詩
十
九
首
」
を
見
る
と
、
こ
の
木
は
、
城
壁
の
外
に
庚
が
る
墓
地
に
立
っ
て
い
る
。
「
塞
草
」
は
素
直
に
解
得
す
れ
ば
、
遁
境
を
守
る
減
寒
に
生
え
る
草
で
あ
る
。

か
つ
て
の
都
市
に
生
え
る
は
ず
の
な
い
植
物
が
、
こ
の
廠
壊
に
は
存
在
す
る
。

つ
ま
り
「
蕪
城
賦
」

の
廠
櫨
は
、
た
だ
荒
療
し
て
い
る
場
所
と
い
う
以
上
の
様
相
を
見
せ
て

い
る
。

の
中
に
は
、
楽
府
や
五
言
詩
を
思
わ
せ
る
表
現
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
鈍
照
の
俸
に
古
楽
府
を
能
く
し
た
、
と
い
う
記
也
が
あ
る
。
ま
た
、
六
朝
期
に
お

い
て
、
飽
照
は
漫
墳
の
戟
い
を
歌
う
詩
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
お
r

彼
の
賦
作
品
を
考
察
し
て
い
く
の
に
、
五
言
詩
を
そ
の
比
較
封
象
と
す
る
こ
と
は
、
意
味
の
あ
る
こ

「
蕪
城
賦
」

五



五

と
だ
と
思
わ
れ
る
。

て
「
白
楊
」
と
死
者
の
同
想

一
章
で
は
、
ま
ず
ウ
白
楊
」
に
着
目
し
、
そ
れ
が
持
つ
死
や
墓
場
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
さ
ら
に
、
死
を
題
材
と
す
る
挽
歌
に
も
目
を
向
け
、
そ
の
中
に

見
ら
れ
る
一
「
悶
想
」

の
構
造
が
、
「
蕪
城
獄
」
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。

「
白
楊
」
は
、
『
毛
詩
』
や
『
楚
僻
』
に
は
見
ら
れ
な
い
植
物
で
あ
り
、
古
く
は
文
拳
作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
植
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
漢
代
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ

た
賦
作
品
に
も
「
白
楊
」
は
見
ら
れ
な
川
「
「
蕪
城
賦
」
は
、
賦
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
な
が
ら
、
「
白
楊
」
を
作
中
に
用
い
た
珍
し
い
例
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
白
楊
」
は

「
古
詩
十
九
首
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
に
五
言
詩
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
だ
と
言
え
る
。

「
古
詩
十
九
首
」

の
う
ち
、
「
白
楊
」
を
一
詠
み
こ
ん
だ
作
品
は
こ
例
あ
る
。

其
の
十
三

駆
車
上
東
門

渇
望
郭
北
墓

車
を
騒
る

上
東
門

這
望
す

郭
北
の
墓

白
楊
何
粛
粛

松
栢
爽
庚
路

白
楊

何
ぞ
粛
粛
た
る

松
栢

庚
路
を
爽
む

下
有
練
死
人

杏
奇
郎
長
暮

下
に
陳
死
の
人
有
り

杏
沓
と
し
て
長
暮
に
卸
く

(
「
古
詩
十
九
首
」
、
『
文
選
』
巻
二
十
九
)

衡
の
中
か
ら
車
を
駆
っ
て
上
東
門
を
出
る
、
出
て
還
り
を
見
渡
す
と
、
は
る
か
に
城
壁
の
北
に
墓
が
見
え
る
。
そ
の
墓
場
の
中
に
「
白
楊
」
が
立
ち
、
「
粛
粛
」
と
風
に

吹
か
れ
て
い
る
。
墓
に
植
え
る
松
や
柏
が
這
を
挟
ん
で
生
え
、
そ
の
下
に
死
人
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
墓
と
い
う
死
人
の
埋
ま
る
場
所
に
「
白
楊
」
は
生
え
る
。
「
死
」
と
直

結
す
る
植
物
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
例
も
「
白
楊
」
を
描
潟
す
る
手
法
は
、
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

其
の
十
四

古
墓
翠
矯
回

松
栢
擢
矯
薪

古郭
墓門
はを
整す出
かで
れて
て直
図説
とす
矯れ
りば

松但
栢だ
は見
権主る
か丘
れと
て墳
薪と
と
矯
る

出
郭
門
直
視

但
見
丘
輿
墳

白
楊
多
悲
風

粛
粛
愁
殺
人

白
楊

悲
風
多
く

粛
粛
と
し
て
人
を
愁
殺
す
(
同
右
)



五

門
か
ら
出
て
見
え
る
墓
場
、
そ
こ
に
「
白
楊
」
が
立
ち
、
風
に
吹
か
れ
る
そ
の
さ
ま
が
、
「
粛
粛
」
と
人
の
心
を
悲
し
ま
せ
る
。

さ
ら
に
陶
淵
明
の
「
挽
歌
詩
」
に
も
、
「
白
楊
」
が
見
え
る
。
挽
歌
に
一
詠
わ
れ
る
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
白
楊
」
は
確
か
に
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
た
植
物
と
号
一
守
え
る

だ
ろ
う
。荒
草
何
経
法

白
楊
亦
粛
粛

荒
草

何
ぞ
恋
恋
た
る

白
楊

亦
た
粛
粛
た
り

巌
霜
九
月
中

法
我
出
遠
郊

巌
霜

九
月
中

我
を
迭
り
て
遠
郊
に
出
づ

(
〔
膏
〕
陶
淵
明
「
挽
歌
詩
」
、
『
文
選
』
巻
二
十
八
)

自
身
が
死
者
と
な
っ
て
出
棺
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
荒
れ
た
草
は
ぼ
う
ぼ
う
、
白
楊
は
「
粛
粛
」
、
霜
降
る
九
月
に
私
を
遠
く
郊
外
へ
と
迭
っ
て
い
く
。
「
白
楊
」
は
、
こ

の
「
挽
歌
詩
」
で
も
「
粛
粛
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
「
粛
粛
」
と
は
、
風
の
吹
く
さ
ま
や
草
木
が
風
に
吹
か
れ
る
様
を
表
す
語
で
あ
る
。
「
白
楊

亦
た
粛
粛
た
り
」
は
、
「
古

詩
十
九
首
」
其
の
十
三
の
「
白
楊

何
ぞ
粛
粛
た
る
」
を
受
け
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
陶
淵
明
の
作
品
で
は
、
特
に
「
巌
霜
九
月
中
」
と
言
い
、
風
の
害
事
身
し
さ
に
、
さ

ら
に
霜
に
よ
る
「
寒
さ
」
を
付
け
加
え
て
い
る
。

五
雷
同
詩
に
お
い
て
「
白
楊
」
と
は
、
墓
場
に
立
ち
、
粛
粛
と
吹
か
れ
る
木
で
あ
り
、
時
に
は
霜
降
る
季
節
に
そ
の
寒
々
し
い
姿
を
見
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
常
に

「
死
」
を
に
お
わ
せ
て
い
る
。

で
は
「
蕪
城
賦
」
に
は
、
「
白
楊
」
は
ど
ん
な
姿
を
見
せ
て
い
る
の
か
。
都
市
が
見
る
影
も
な
い
ほ
ど
荒
廠
し
た
情
景
の
中
に
あ
っ
て
、
「
白
楊
」
は
早
く
も
そ
の
葉
を
落

と
し
て
い
る
。

尉
榛
塞
路

熔
燦
古
燈

崩
榛

路
を
塞
ぎ

古
婚
に
帰
隙
た
り

白
楊
早
落

塞
草
前
衰

白
楊

早
落
し

塞
草

前
衰
す

稜
稜
霜
集

蔚
荊
風
威

稜
稜
た
る
霜
気

荊
荊
た
る
風
威

密
生
し
た
イ
バ
ラ
が
遁
を
塞
ぎ
、
か
つ
て
の
大
遁
り
は
薄
-
精
く
、
凍
て
つ
く
霜
と
厳
し
い
風
の
中
に
、
「
白
楊
」
が
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
粛
粛
」
と
は
昔
一
回
わ
な
い
も

の
の
、
五
言
詩
と
同
じ
く
風
が
吹
く
様
子
が
直
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
霜
気
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
陶
淵
明
の
「
挽
歌
詩
」
と
同
様
霜
と
風
雨
方
の
「
霧

さ
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
言
詩
で
用
い
ら
れ
る
「
白
楊
」

の
語
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
形
容
の
さ
れ
方
も
、
五
言
詩
と
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
蕪

城
斌
」

の
「
白
楊
」
も
、
墓
場
に
生
え
る
木
、
「
死
」
を
想
起
さ
せ
る
植
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
「
蕪
城
賦
」
よ
り
少
し
遅
れ
る
が
、
劉
宋
の
謝
薙
の
「
孝
武
帝
哀
策
和
一
に
も
、
「
白
楊
」
の
語
が
見
ら
れ
、
死
を
悼
む
際
に
描
か
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え



そ
れ
で
は
「
白
楊
」

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
も
、
「
白
楊
」
と
霜
と
風
を
と
も
に
一
詠
ん
で
お
り
、
五
言
詩
と
共
遁
し
た
描
か
れ
た
方
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

五
回

の
ほ
か
に
、
「
蕪
城
賦
」
に
「
死
」
と
関
連
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
挽
歌
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
特
徴
的
な
封
句
表
現
が
見
ら
れ
る
。

現
存
す
る
も
っ
と
も
初
期
の
挽
歌
作
品
で
あ
る
貌
の
謬
襲
の
「
挽
歌
詩
」
は
、
「
生
時
は
園
都
に
遊
び
、
死
浸
し
て
中
野
に
棄
て
ら
る
。
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
八
)
と
始
ま
り
、

針
句
に
よ
っ
て
生
前
と
死
後
の
港
差
を
鮮
烈
に
封
比
し
て
い
る
。
ま
た
挽
歌
の
多
く
は
、
先
に
見
た
陶
淵
明
の
作
品
の
よ
う
に
、
死
者
の
立
場
か
ら
死
を
描
く
。
そ
う
し
た

作
品
に
お
い
て
も
、
生
前
|
死
後
を
並
べ
る
封
句
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
死
者
の
「
回
想
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
、
過
去
と
現
在
の
交
錯
す
る
瞬
間
を
創
出
す
る
。
そ
の
封

昔
屑
四
民
宅

今
託
高
鬼
隣

句
は
、
「
昔
は

1
、
今
は

1
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

昔
は
四
民
の
宅
に
居
り

今
は
蔦
鬼
の
隣
に
託
す

昔
矯
七
尺
躯

今
成
友
輿
塵

金
玉
素
所
侃

鴻
毛
今
不
振

昔
在
高
堂
寝

今
宿
荒
草
郷

三土
日

七
尺
の
躯
矯
り

茨
と
塵
と
成
る

A 
寸

金
玉

素
よ
り
侃
ぶ
る
所

鴻
毛
も
今
は
振
わ
ず

(
〔
菅
〕
陸
機
「
挽
歌
詩
三
首
」
其
二
、
『
文
選
』
巻
二
十
八
)

昔

高
堂
に
在
り
て
寝
ね

荒
草
の
郷
に
宿
る

メ入
1 

葬
儀
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
死
者
が
ふ
と
生
き
て
い
た
昔
を
回
想
す
る
よ
う
に
、
こ
の
劉
句
が
は
さ
ま
れ
る
。
上
の
句
で
往
ん
で
い
た
住
居
、
装
飾
品
な
ど
の
所
有
物
、

(
陶
淵
明
「
擬
挽
歌
齢
」
其
二
、
『
築
注
陶
淵
明
集
』
巻
四
)

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

自
身
の
肉
憶
を
奉
げ
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
は
死
者
が
生
き
て
い
た
時
、
確
か
に
賞
感
と
し
て
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
下
の
句
で
、
所
有
し
て
い
た
も
の
が
、
な

つ
ま
り
上
の
句
で
過
去
を
思
い
起
こ
し
て
、
下
の
句
で
現
在
を
振
り
返
る
。
こ
の
釣
句
は
、
挽
歌
の
詩
句
に
あ
っ
て
、
死
に
よ
る
喪

失
感
を
も
っ
と
も
明
確
に
印
象
付
け
る
。

「
回
想
」
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

猫
慮
重
冥
下

億
品
目
登
高
憂

「
代
挽
歌
」
に
は
昔
|
今
と
い
う
劉
句
は
見
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
同
様
の

憶
う
昔

飽
照
の

倣
岸
卒
生
中

不
鋳
物
所
裁

堤
門
只
復
閉

白
蟻
相
将
来

生
時
芳
蘭
鰻

小
最
今
矯
災

玄
髪
無
復
根

枯
骸
依
青
苔

濁
り
慮
る

高
宜
軍
に
護
る
を

重
冥
の
下

倣
岸
た
り

卒
生
の
中

物
の
裁
く
所
と
矯
ら
ず

堤
門

白
蟻

相
い
終
に
来
ら
ん
と
す

只
だ
復
た
閉
じ

生
時

議

今
は
災
と
鋳
る

芳
蘭
の
鰭

玄
賓

復
た
根
づ
く
無
く

青
苔
に
依
る

枯
鰻



憶
昔
好
飲
酒

素
盤
進
青
梅

憶
う
昔

飲
酒
を
好
み

素
盤
に
青
梅
を
進
む
る
を

(
純
照
「
代
挽
歌
」
、
『
飽
氏
集
』
巻
七
)

こ
の
「
代
挽
歌
」

の
死
者
は
も
う
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
墓
穴
の
中
で
、
生
き
て
い
た
こ
ろ
登
っ
た
「
高
牽
」
、
飲
ん
で
い
た
「
酒
」
、
そ
し
て
「
芳
蘭
の
健
」
を
回
想
す
る
。

死
者
の
岡
想
は
か
つ
て
所
有
し
て
い
た
も
の
へ
と
向
か
う
。
自
身
の
身
韓
が
患
に
食
わ
れ
て
い
る
以
外
に
、
今
現
在
の
描
寓
は
な
い
が
、
「
悶
想
」
と
い
う
そ
の
行
矯
自
慢
が
、

現
在
の
喪
失
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
死
者
は
も
う
二
度
と
高
牽
に
登
り
、
酒
を
梁
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
同
想
」
は
、
挽
歌
作
品
に
お
い
て
、
死
に
よ
る
喪
失
感

を
際
立
た
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
と
言
え
る
。

「
蕪
城
賦
」

で
は
、
気
味
の
惑
い
動
物
怪
物
が
輩
き
、
植
物
が
蔓
延
す
る
荒
涼
た
る
町
の
様
子
に
、
突
如
絢
燭
豪
華
な
都
市
の
姿
が
現
れ
る
。

若
夫
藻
屑
輔
帳

歌
堂
舞
閣
之
基

若
し
夫
れ
藻
局
総
帳

歌
堂
舞
閣
の
基

藤
淵
碧
樹

半
、
林
釣
渚
之
舘

磁
淵
碧
樹

半
、
林
釣
渚
の
館

呉
蒸
斉
秦
之
聾

魚
龍
霞
馬
之
玩

呉
薬
費
秦
の
聾

魚
龍
爵
馬
の
玩

皆
薫
歌
嬢
滅

光
沈
響
絶

皆
薫
歌
き
燈
滅
‘
ぇ

光
沈
み
響
紹
ゆ

東
都
妙
姫

南
園
佳
人

東
都
の
妙
姫

南
商
の
佳
人

惹
心
紘
質

玉
貌
絡
唇

態
'[J、

紙
質

玉
貌

絡
唇

莫
不
埋
魂
幽
石

委
骨
窮
塵

魂
を
幽
石
に
埋
め

骨
を
窮
塵
に
委
ね
ざ
る
莫
し

引
用
し
た
部
分
は
、
漢
賦
に
読
ま
れ
た
都
城
を
思
わ
せ
る
。
班
図
「
西
都
賦
」
(
『
文
選
』
巻
二

で
は
、
宮
殿
を
描
寓
す
る
部
分
で
、
「
珊
瑚
碧
樹
、
阿
を
周
り
て
生
ず
。
」

と
、
宮
殿
を
取
り
囲
む
「
碧
樹
」
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
(
『
文
選
』
巻
八
)

で
は
、
宴
の
音
楽
に
つ
い
て
、
「
制
畑
英
鄭
衡
の
撃
、
詔
漫
武
象
の
築
」

と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。
社
麗
を
極
め
た
建
築
や
調
度
品
、
各
閣
の
音
楽
そ
し
て
美
女
。
「
蕪
城
賦
」
は
、
都
市
の
温
去
を
述
べ
る
時
、
漢
賦
で
用
い
ら
れ
た
よ
う
な
語

を
敷
き
つ
め
て
い
る
。
こ
の
一
節
が
あ
る
こ
と
で
、
都
市
の
祭
華
が
、
残
ら
ず
滅
、
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

過
去
に
所
有
し
た
も
の
を
皐
げ
て
、
そ
れ
が
今
は
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
殺
伐
と
し
た
荒
廃
の
情
景
に
、
突
如
現
れ
る
漢
賦
を
思
わ
せ
る
一
節
は
、
「
挽
歌
」

的
同
想
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
一
、
「
塞
草
」
と
遁
境
の
情
景

五
五



五
六

次
に
、
は
じ
め
に
拳
げ
た
句
「
塞
草

前
衰
す
」

の
「
塞
草
」
に
、
考
察
の
針
象
を
移
そ
う
。
「
塞
草
」
と
、
「
蕪
城
賦
」

の
終
盤
に
見
え
る
「
遁
風
」
、
こ
の
二
つ
の
雷
同

葉
を
軸
に
、
唱
環
境
の
風
物
と
し
て
描
か
れ
る
「
沙
」
「
霜
」
「
蓬
」
な
ど
が
、
「
蕪
城
賦
」

の
情
景
に
見
え
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
な
お
、
比
較
す
る
詩
作
品
に
つ
い
て
は
、

飽
照
が
遁
墳
を
歌
う
詩
を
評
領
さ
れ
る
詩
人
で
あ
り
、
ま
た
飽
照
以
前
に
同
様
の
題
材
を
描
く
作
品
が
少
な
い
た
め
、
主
に
飽
照
自
身
の
も
の
を
扱
っ
た
。

「
塞
草
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
蕪
城
賦
」
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
李
善
は
李
陵
作
と
言
わ
れ
る
「
答
蘇
武
志
一
(
『
文
選
』
巻
四
十
二
の
「
塞
外
に
草
衰
う
」
を
典
擦
と

し
て
拳
げ
て
い
る
。

胡
地
玄
泳
、
漫
土
惨
裂
、
但
閣
悲
風
粛
保
之
聾
。
涼
秋
九
月
、
塞
外
草
表
。

胡
地
の
玄
涼
、
遺
土

惨
裂
し
、
但
だ
聞
く
悲
風
粛
僚
の
撃
を
。
涼
秋
九
月
、
塞
外
に
草
衰
う
。

引
用
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
李
陵
の
住
む
北
方
の
異
民
族
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
氷
が
張
っ
て
、
遁
墳
の
大
地
は
ひ
び
割
れ
、
悲
し
げ
な
風
が
聞
こ
え
る
ば
か

り
。
九
月
に
は
、
城
寒
の
外
で
草
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
一
節
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
塞
草
」
と
は
、
城
寒
の
外
、
北
の
氷
が
張
る
極
寒
の
遁
境
に
生
え
る
草
と
解
鰐
で

き
る
。
「
遁
寒
」

の
「
塞
」
を
形
容
詞
的
に
用
い
た
こ
の
言
葉
は
、
遺
墳
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
。

形
容
詞
の
よ
う
に
煙
量
一
口
に
「
塞
」

の
字
を
冠
す
る
例
は
、
飽
照
の

「
代
陳
思
王
白
馬
篇
」
に
見
え
る
。

薄
暮
塞
雲
起

飛
沙
披
這
松

薄
暮

塞
雲
起
こ
め

飛
沙
命
謹を
松沈
をめ
懇主主
つ 白司
封

封
す

埋
身
守
漢
節

沈
命
制
到
胡
封

身
を
埋
め
て
漢
節
を
守
り

(
餓
照
「
代
陳
恩
玉
白
馬
篇
」
、
『
飽
氏
集
』
巻
一
一
一
)

男
は
漢
王
朝
へ
の
節
を
守
っ
て
、
命
を
賭
し
て
「
胡
封
」
漫
墳
の
地
に
封
侍
す
る
。
こ
の
遁
境
の
地
に
浮
か
ぶ
雲
は
、
「
塞
」

の
字
を
冠
し
て
「
塞
雲
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
。
「
塞
雲
」
も
他
例
を
見
な
い
が
、
表
現
し
よ
う
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
寒
草
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
下
の
句
で
は
「
沙
」
が
飛
ん
で
、
松
の
木
を
覆
っ
て
し
ま
う
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
遺
墳
に
砂
が
つ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
飽
照
の
「
代
陳
思
王
白
馬
篇
」

の
本
歌
で
あ
る
、
曹
植
の

「
白
馬
篇
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
七
)
を
見
れ
ば
瞭
然
で
あ
る
。
遊
侠
の
徒
が
「
少
小
に
し
て
郷
邑
を
去
り

聾
を
沙
漠
の
垂
に
揚
ぐ
」
、
若
く
し

て
故
郷
を
去
り
、
遺
一
境
の
地
で
動
を
た
て
る
と
い
う
の
が
こ
の
作
品
の
主
旨
で
あ
る
が
、
そ
の
戟
闘
の
場
は
「
沙
漠
」

で
あ
る
。
遺
墳
の
戦
い
の
背
景
と
し
て
添
え
る
の
は
、

一
面
の
砂
漠
で
あ
る
と
い
う
嘗
時
の
認
識
が
讃
み
取
れ
る
。

「
蕪
城
賦
」
に
立
ち
返
れ
ば
、
「
塞
草
」
が
生
え
る
光
景
に
、
「
驚
沙

坐
に
飛
ぶ
」
砂
が
飛
ぶ
と
い
う
描
鶏
が
あ
る
。
砂
漠
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
遁
墳
に
生
え
る
草

と
と
も
に
砂
が
捕
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
遁
境
を
題
材
と
す
る
「
白
馬
篇
」
閥
作
品
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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「
塞
」
を
冠
し
た
語
と
封
を
な
す
よ
う
に
、
「
蕪
城
賦
」
に
は
「
遁
」

起
こ
り
て
城
上

の
字
を
冠
し
た
「
濠
風
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
末
尾
に
付
さ
れ
る
「
蕪
城
の
歌
」
に
、
「
遺
風

残
す
」
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
「
遁
風
」
と
い
う
語
は
、
古
い
例
は
見
ら
れ
ず
、
劉
宋
に
降
っ
て
臭
遁
遠
の
「
胡
箔
曲
」
(
『
義
文
類
衆
』
巻
四
十
二
)
に
見
え
る
。

喝
事
し
、
井
径

滅
し
て
丘
鴎

遺
風
落
害
事
草

鳴
筋
墜
飛
禽

遁
風

寡
草
を
落
と
し

鳴
筋

飛
禽
を
墜
と
す

異
民
族
の
笛
と
題
さ
れ
る
作
品
の
中
で
、
「
遺
風
」
が
吹
く
と
言
う
か
ら
に
は
、
遺
境
の
風
と
解
す
る
の
が
妥
嘗
で
あ
る
。
「
答
蘇
武
書
」
に
「
悲
風
粛
僚
の
聾
」
と
い
う

よ
う
に
、
び
ゅ
う
び
ゅ
う
と
ふ
き
す
さ
ぶ
風
が
、
北
方
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
漫
」
の
字
を
冠
す
る
語
の
例
は
、
飽
照
自
身
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。

霜既
練会事
旦乙縛

タ蓬
驚遠

心
随
雁
路
紹

既
に
碑
蓬
に
事
え
て
遠
く

心
は
雁
路
に
随
い
て
紹
ゆ

遇
策
中
夜
咽

霜
韓

旦
夕
に
驚
き

遁
筋

中
夜
に
咽
ぶ

(
飽
照
「
王
昭
君
」
、
『
飽
氏
集
』
巻
七
)

旬
奴
に
嫁
し
た
と
い
う
玉
昭
君
を
歌
っ
た
輔
衆
府
作
品
に
、
異
郷
の
地
で
聞
く
笛
の
音
を
、
「
遁
箔
」
と
、
「
遁
」

の
字
を
冠
す
る
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
「
漫
」
に
「
遁

境
の
」
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
例
か
ら
も
護
明
で
き
る
。
そ
し
て
、

品
で
、
「
蓬
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
こ
の
「
玉
昭
君
」
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
蕪
城
賦
」

一
句
自
に
「
縛
蓬
」
と
あ
る
。
飽
照
以
前
の
六
朝
期
の
漫
境
を
題
材
と
す
る
作

の
「
孤
蓬

自
ら
振
る
う
」
と
い
う
「
孤
蓬
」
に
も
、
遺
墳
の
情
景

を
鰻
現
す
る
役
割
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
霜
の
降
り
た
太
鼓
に
日
夜
驚
か
さ
れ
る
と
い
う
「
霜
」
も
、
濯
場
の
風
物
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る

篇
鼓
流
漢
恩

態
甲
被
胡
霜

籍
鼓

漢
恩
を
流
し

娃
甲

胡
霜
を
被
る

疾
風
衝
塞
起

沙
磯
自
瓢
揚

疾
風

塞
を
衝
き
て
起
こ
り

沙
礎
自
ら
鶏
揚
す

(
飽
照
「
代
出
自
鮪
北
門
行
」
、
『
飽
氏
集
』
巻
一
一
一
)

遁
境
に
お
け
る
兵
士
た
ち
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
軍
旗
と
彼
ら
が
ま
と
う
鎧
に
霜
が
降
る
。
先
に
皐
げ
た
「
答
蘇
武
書
」
に
「
胡
地
の
玄
涼
」
と
あ
る
の
が
想
起
さ

れ
る
。
強
く
吹
く
「
疾
風
」
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
巻
き
上
げ
ら
れ
る
「
沙
磯
」
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
捕
か
れ
る
「
霜
」
も
、
遁
墳
の
情
景
を
表
現
す
る
要
素
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
前
章
で
「
白
楊
」
と
「
霜
」
が
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
「
蕪
城
賦
」
に
お
け
る
「
霜
」
は
、
遁
墳
の
イ
メ
ー
ジ
を
槍
う
一
要
素
と
も
言

え
る
。
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の
騒
櫨
を
描
寓
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
は
、
す
べ
て
遺
墳
を
題
材
と
す
る
作
品
中
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
「
黄
挨
」
が
北
方
の
情
景
に
用
い
ら
れ
る
例
は
、
六
朝
期
に
は
見
ら
れ
な
い
い
が
、
「
蕪
城
賦
」
に
言
う
「
直
視
す
千
里
の
外
、
唯
だ
見
る
黄
挨
起
こ
る
を
」

お
お

と
い
う
情
景
は
、
「
飛
沙
遠
松
を
披
う
」
と
同
じ
く
漫
墳
を
想
起
さ
せ
る
。

飽
照
以
前
の
遺
墳
を
題
材
と
す
る
作
島
、
地
名
や
古
の
武
将
な
ど
固
有
名
詞
で
も
っ
て
、
遁
墳
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
聞
に
さ
し
は
さ
ま
れ
る
情
景

つ
ま
り
、
塞
、
遇
、
蓬
、
沙
、
霜
と
い
っ
た
、
「
蕪
城
賦
」

の
例
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
五
一
吉
田
詩
に
捕
か
れ
た
漫
墳
の
情
景
を
総
合
し
た
も
の
が
、
「
蕪
城
賦
」
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
遁
境
で
あ
る
こ
と

を
主
張
す
る
固
有
名
詞
が
な
く
と
も
、
そ
の
中
に
漫
境
の
イ
メ
ー
ジ
を
讃
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

、
五
一
盲
詩
に
描
か
れ
る
廠
櫨

「
蕪
城
賦
」
に
は
墓
場
と
遁
境
の
イ
メ
ー
ジ
が
讃
み
取
れ
る
こ
と
を
考
察
し
た
が
、
嘗
該
賦
の
題
材
で
あ
る
廠
櫨
は
、
五
一
言
詩
に
お
い
て
は
如
何
に
描
か
れ
て
き
た
の
か
。

こ
の
章
で
は
、
五
ニ
一
一
回
詩
作
品
の
表
現
の
型
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
上
で
、
「
蕪
城
賦
」

の
描
く
駿
櫨
と
の
共
皿
通
勤
を
考
察
す
る
。
五
言
詩
の
廠
櫨
描
潟
に
は
、
荒
療
の
情
景

の
中
に
動
植
物
が
描
か
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
「
蕪
城
賦
」
に
も
受
け
縫
が
れ
て
い
る
。

巌
櫨
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
、
曹
植
の
「
法
廃
氏
詩
」
が
奉
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
北
へ
と
向
か
う
友
人
を
迭
る
作
品
で
あ
る
が
、
績
く
戟
飽
に
よ
っ
て
荒
廠
し
た
洛
陽
の

様
子
を
述
べ
て
い
る
。

歩
登
北
世
亡
坂

洛
陽
何
寂
実

這
望
洛
陽
山

歩
み
て
登
る

北
芭
の
坂

遥
か
に
望
む

洛
陽
山

宮
室
壷
焼
焚

洛
陽

何
ぞ
寂
実
た
る

宮
室

壷
く
焼
焚
す

園
寝
化
矯
櫨

周
塘
無
遁
堵

園
寝

化
し
て
櫨
と
矯
り

周
塘

遺
堵
無
し

垣
婚
皆
頓
擬

剤
糠
上
参
天

短
絡

皆
な
頓
擬
し

剤
蘇
は
上
り
て
天
に
参
わ
る

(
曹
植
「
迭
癒
氏
詩
」
其
一
、
『
文
選
』
巻
二
十
)

北
世
山
か
ら
洛
陽
を
見
下
ろ
す
。
す
る
と
宮
殿
は
こ
と
ご
と
く
焼
か
れ
、
垣
根
や
援
は
す
べ
て
腐
れ
て
、
は
び
こ
る
イ
バ
ラ
が
伸
び
て
天
に
つ
き
そ
う
な
ほ
ど
の
光
景
が

自
に
入
る
。
建
物
の
崩
壊
と
植
物
の
侵
食
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
華
や
か
な
都
・
洛
陽
の
面
影
は
な
い
。

膏
の
張
載
の
「
七
哀
詩
」

で
は
、
寅
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
分
、
殿
櫨
の
描
潟
の
型
が
明
確
に
譲
み
取
れ
る
。
北
芝
山
に
あ
る
陵
墓
の
欣
況
を
述
べ
て
言
う
。

蒙
籍
剤
練
生

援
蓬
登
童
竪

蒙
鐘
と
し
て
剤
穂
生
じ

援
淫

童
竪
登
る



狐
兎
窟
其
中

蕪
績
不
復
掃

狐
兎

其
の
中
に
窟
し

蕪
繊

復
た
掃
か
れ
ず

曹
植
の
作
品
と
同
じ
く
、
壁
な
ど
が
崩
れ
て
、
ぼ
う
ぼ
う
と
イ
バ
ラ
が
生
え
る
情
景
を
描
寓
す
る
。
し
か
し
、
先
の
曹
植
の
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
に
も
言
及
し
て
い

(
〔
菅
〕
張
載
「
七
哀
詩
」
其
て
『
文
選
』
巻
二
十
一
一
一
)

る
。
そ
れ
は
「
狐
兎
」
キ
ツ
ネ
ゃ
う
さ
ぎ
と
い
っ
た
、
殿
場
に
住
み
着
く
動
物
で
あ
る
。
建
物
の
溺
壊
と
植
物
に
加
え
て
、
都
市
に
人
聞
で
は
な
く
動
物
が
住
み
着
い
て
い

る
さ
ま
も
、
鹿
櫨
を
描
く
際
の
モ
チ
ー
フ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

五
言
詩
に
お
い
て
「
荒
廃
」
と
は
、
人
の
作
っ
た
建
築
な
ど
の
人
工
物
が
機
能
し
な
く
な
り
、
植
物
や
動
物
な
ど
の
自
然
が
、
か
つ
て
人
が
生
活
し
た
空
聞
に
侵
入
し
て

く
る
、
こ
う
し
た
情
景
を
描
く
こ
と
で
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

海
葵
依
井

そ
れ
で
は
、
「
蕪
城
賦
」

荒
葛
胃
途
の
廠
境
は
、
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
蕪
城
の
様
子
を
描
く
部
分
を
引
用
す
る
。

途
に
胃
る

荒
葛

壇
羅
腫
蛾

木
魅
山
鬼

風
瞳
雨
時
噛

飢
鷹
禰
吻

伏
暴
戴
虎

溺
榛
塞
路

白
楊
早
落

稜
稜
霜
気

孤
推
理
自
振

滋
葬
沓
而
無
際

遁
池
既
己
夷

階
闘
膚
隠

野
鼠
城
狐

昏
見
農
趨

世
帯
腸
嚇
雛

乳
血
冶
膚

同
町
燦
古
旭

塞
草
前
衰

荊
蔚
風
威

驚
沙
坐
飛

叢
薄
紛
其
相
依

峻
隅
叉
己
類

海
葵

井
に
依
り

壇
に
魅
蛾

羅
な
り

階
に
麿
鍾

闘
う

木
魅

野
鼠

山
鬼

城
狐

飢風
鷹に

は〈事
助I主えzt官

血 1F繍
を c き
乳の世

最高
をは
雛J食也
つ場
す

昏
に
見
れ

農
に
趨
る

伏
暴

議
虎

尉
榛

路
を
塞
ぎ

古
燈
に
時
様
た
り

白
楊

早
落
し

塞
草

前
衰
す

稜
稜
た
る
霜
気

荊
荊
?と
る

tfE 
飛
ぶ

孤
蓬

自
ら
振
る
い

驚
沙

濯
葬

杏
と
し
て
際
無
く

叢
薄

紛
と
し
て
其
れ
相
い
依
る

遁
池

〈
ず

叉
た
己
に
類
る

既
に
己
に
夷
か
に

峻
偶

五
九



ノ、。

で
も
多
く
の
自
然
の
も
の
が
街
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
ず
「
薗
酔
「
野
島
「
城
狐
」
「
虎
」
「
魅
酢
「
座
長
」
と
い
っ
た
動
物
が
皐
げ
ら
れ
る
。
「
城

狐
」
に
着
目
す
れ
ば
、
李
善
が
貌
明
一
帝
「
長
歌
行
」
の
「
九
ザ
に
狐
兎
を
育
み
、
高
塘
に
鳥
聾
多
し
」
を
典
擦
と
し
て
皐
げ
る
。
狐
や
菟
、
烏
な
ど
の
動
物
が
住
み
着
く
情

景
が
、
廠
櫨
を
描
く
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
「
長
歌
行
」
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
「
木
魅
」
「
山
鬼
」
に
至
つ
て
は
賓
在
す
る
動
物
と
分
類
す
る
よ
り
も
、

「
蕪
城
賦
」

精
霊
や
怪
物
と
し
た
方
が
遁
償
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
生
物
が
蚕
き
、
弱
い
も
の
を
脅
し
、
食
ら
お
う
と
鈍
い
か
か
り
、
血
を
す
す
る
さ
ま
は
、
「
長
歌
行
」
が
「
久
城
に

狐
兎
を
育
む
」
と
表
現
す
る
、
動
物
が
荒
れ
果
て
た
市
街
に
棲
息
す
る
さ
ま
を
、
よ
り
強
烈
に
グ
ロ
テ
ス
ク
に
し
た
感
が
あ
る
。

建
築
物
に
つ
い
て
は
、
「
遁
池
は
既
に
己
に
夷
か
に
、
峻
隅
は
叉
た
巳
に
類
る
」
と
あ
り
、
堀
や
城
壁
が
崩
れ
て
卒
ら
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
蕪

城
賦
」
末
尾
の
「
蕪
城
の
歌
」
に
は
、
「
井
径

滅
し
て
丘
犠

残
す
」
と
言
い
、
こ
こ
で
は
整
備
さ
れ
て
い
た
農
道
や
慕
の
崩
壊
を
一
諒
一
う
。

次
に
、
先
に
考
察
し
た
「
白
楊
」
「
塞
草
」
を
は
じ
め
、
「
津
葵
」
「
荒
葛
」
「
尉
榛
」
「
滋
葬
」
「
叢
薄
」
と
い
っ
た
植
物
が
見
ら
れ
る
。
「
白
楊
」
「
塞
草
」
は
こ
の
時
貼
で

枯
れ
て
お
り
、
「
港
葬
」
「
叢
薄
」
は
、
ぼ
う
ぼ
う
と
し
た
叢
が
薄
暗
く
由
崩
壊
を
覆
っ
て
い
る
印
象
を
輿
え
る
。
「
荒
葛
」
「
嵐
榛
」
に
至
つ
て
は
、
道
路
に
蔓
延
っ
て
塞
い
で

し
ま
っ
て
い
る
。
「
津
葵
」
と
は
コ
ケ
の
こ
と
で
あ
る
が

コ
ケ
が
井
戸
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
井
戸
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
の
だ
ろ
う
。

植
物
は
た
だ
生
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
道
や
井
戸
を
侵
食
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
こ
で
長
く
生
活
が
鐙
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
五
言
詩
に
見
ら
れ
る
廠
撞
描
潟
の
特
徴
は
、
「
蕪
城
賦
」
に
す
べ
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
賦
と
い
う
表
現
形
態
に
よ
る
も

の
か
、
よ
り
詳
し
く
細
か
に
綴
櫨
の
さ
ま
を
描
く
。
五
言
詩
よ
り
奇
怪
さ
と
醜
さ
を
加
え
た
、
よ
り
グ
ロ
テ
ス
ク
な
荒
療
ぶ
り
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

回
、
『
蕪
城
賦
」
に
捕
か
れ
た
療
櫨

「
蕪
城
賦
」

の
巌
櫨
は
、
墓
場
と
、
遁
境
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
賦
が
描
き
だ
す
綴
櫨
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る

」
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
、
は
じ
め
に
墓
場
と
遁
墳
と
駿
櫨
の
三
つ
の
場
の
共
通
勤
に
つ
い
て
考
え
、
「
蕪
城
賦
」

の
都
市
か
ら
廠
櫨
へ
の
「
荒
廠
」
と
い
う
現
象
が
、
諸
要
素
の
都
市

空
関
へ
の
侵
入
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
他
の
五
言
詩
と
比
較
す
る
と
、
「
蕪
城
賦
」

の
廠
櫨
に
は
人
が
現
れ
な
い
。
「
蕪
城
賦
」
前
半
の
大
都
市
の
描
潟
と
比
較
し
て
、

騒
壌
の
無
人
朕
態
が
何
を
一
不
す
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
際
櫨
・
墓
・
漫
墳
と
い
う
三
つ
の
要
素
の
共
遁
鮎
と
は
何
か
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
五
言
詩
に
お
い
て
は
、
廠
櫨
は
街
に
あ
っ
た
人
工
建
造
物
が
崩
壊
し
、

自
然
物
が
そ
こ
に
侵
食
し
て
く
る
情
景
、
そ
れ
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
。
廠
櫨
に
存
在
す
る
の
は
、
人
が
育
て
る
よ
う
な
草
木
で
は
な
く
、
人
に
飼
わ
れ



市
で
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
漫
境
の
城
寒
に
生
え
る
は
ず
の
「
塞
草
」
は
、
あ
ま
り
の
荒
療
ぶ
り
に
も
う
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
蕪
城
斌
」

の
巌
櫨
は
、
「
荒
駿
」

の
場

る
よ
う
な
愛
玩
動
物
で
も
な
い
、
人
に
は
飼
い
な
ら
せ
な
い
自
然
の
集
合
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
侵
入
す
る
自
然
と
は
、
人
が
日
常
的
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
、
都
市
空
開

の
外
に
存
在
す
る
自
然
で
あ
る
。

都
市
の
外
と
い
う
勤
は
、
そ
の
ま
ま
墓
場
と
遁
境
に
も
嘗
て
は
ま
る
。
第
一
章
で
引
用
し
た
「
士
口
詩
十
九
首
」
に
、
「
車
を
駆
る

上
東
門
、
遥
か
に
望
む

郭
北
の
墓
」

(
其
十
三
)
、
「
郭
門
を
出
で
て
直
視
す
れ
ば
、
但
だ
見
る

丘
と
墳
と
」
(
其
十
四
)
と
あ
る
よ
う
に
、
墓
場
は
、
町
を
園
む
城
壁
の
外
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
漫
墳
は
人
々
の

生
活
す
る
空
聞
か
ら
隔
絶
し
た
土
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
「
答
蘇
武
書
」
は
「
終
日

観
る
も
の
無
く
、
但
だ
異
類
を
見
る
。
」
と
述
ぺ
、
漫
境
の
地
は
、
自
分
た
ち

と
は
遣
う
「
異
類
」

の
地
と
さ
れ
て
い
る
。
省
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
濯
境
は
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
空
聞
か
ら
、
物
理
的
に
も
意
識
的
に
も
速
い
場
所
だ
っ
た
と
丑
一
口
え
る
。

つ
ま
り
墓
場
と
漫
墳
は
、
と
も
に
都
市
の
外
部
に
あ
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

都
市
の
外
に
あ
る
自
然
物
が
侵
入
し
て
く
る
と
き
、
墓
場
と
漫
境
と
い
う
二
つ
の
都
市
外
の
要
素
も
、
同
時
に
都
市
に
入
り
込
ん
で
く
る
。
そ
の
た
め
、
「
白
楊
」
と
い

う
本
来
城
壁
の
外
に
生
え
る
も
の
が
、
都
市
の
内
部
に
生
え
、
黄
色
い
挨
が
舞
い
、
北
方
に
縛
が
る
と
い
う
蓬
が
風
に
よ
っ
て
舞
い
上
が
る
景
色
が
、
な
ぜ
か
往
時
の
大
都

で
あ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
墓
場
」

で
あ
っ
て
、
「
噛
壇
場
」

で
あ
る
と
い
う
多
国
性
を
も
ち
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
影
響
し
合
っ
た
廠
櫨
な
の
で
あ
る
。
「
白
楊
早
落
、
塞

草
前
衰
」

の
二
句
は
、
廠
纏
で
あ
っ
て
、
た
だ
の
藤
雄
で
は
な
い

「
蕪
城
賦
」

の
廠
雄
を
、
端
的
に
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
て
、
た
だ
の
廠
櫨
で
は
な
い

「
蕪
城
賦
」

の
廠
撞
だ
が
、
も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
無
人
な
の
で
あ
る
。
動
物
と
植
物
は
不
気
味
な
ほ
ど
に
存
在
す
る
の
に
、

人
の
気
配
は
少
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
感
櫨
に
人
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
は
、
以
下
の
例
か
ら
わ
か
る
。

不
見
奮
岩
田
老

但
観
新
少
年

欝
香
老
を
見
ず

但
だ
観
る

新
少
年

(
曹
植
「
迭
藤
氏
詩
」
其
一
)

蒙
館
剤
練
生

践
淫
登
童
竪

蒙
鐘
と
し
て
剤
隷

生
じ

援
淫
に
童
竪
護
る

(
張
載
「
七
哀
詩
」
其
一
)

類
醸
並
墾
毅

蔚
隷
管
農
厨

類
醗

並
び
に
墾
時
四
せ
ら
れ

蔚
隷

農
園
を
営
む(同
右
)

こ
れ
ら
は
、
前
章
で
も
引
用
し
た
作
品
の
一
部
分
で
あ
る
。
衝
が
壊
れ
草
木
が
伸
び
、
動
物
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
衝
で
も
、
人
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の

人
の
存
在
は
、
決
し
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
若
者
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
昔
の
秩
序
あ
る
街
で
な
く
な
っ
た
こ
と
、
農
民
に
よ
っ
て
丘
陵
が
開
墾
さ
れ

ム

ノ、



ム

ノ、

て
、
農
地
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
ら
人
の
存
在
は
駿
櫨
が
も
う
か
つ
て
の
姿
に
は
戻
り
え
な
い
こ
と
を
一
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
の
存
在
を
描
く
意
図
は
、
こ
こ

で
は
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
問
わ
な
い
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
五
言
詩
が
言
及
し
た
「
人
」
が
、
五
言
詩
の
型
で
「
荒
療
」
を
描
い
て
い
る
「
蕪
城
賦
」

賞
品
目
全
盛
之
時

人
が
一
人
も
い
な
い
後
学
の
廠
櫨
に
封
し
て
、
前
半
は
人
が
存
在
し
、
人
が
作
り
上
げ
た
都
市
を
描
い
て
い
る
。
「
蕪
城
賦
」

全
盛
の
時
に
嘗
り
て

塵ぉ車

冨草
地
人
駕
肩
歌
吹
沸
天

話
亭
貨
堕
田

鐘
利
銅
山

才
力
雄
富

士
馬
精
新

故
能
修
秦
法

侠
周
令

劃
崇
塘

割
溶
油

画
惰
世
以
休
命

あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
人
と
ご
っ
た
返
す
車
か
ら
、
昔
は
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
た
大
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
盟
問
で
作
っ
た
盤
、
銅
山
か
ら
得
る
利
盆
は
、
こ
の
都

備
世
を
周
り
て
以
て
休
命
な
ら
ん
と
す

の
前
半
部
を
概
観
し
て
い
こ
う
。

オ土
日貨塵

を閑
堕(韓
国居(
に住車
掌与匡軸
く)の
し地先
てを)
撲けこ
し掛
り

人

車

肩
に
駕
す

手IJ
を
銅
山

鍵早天
るに
沸
く

歌
吹

才
力

精
新
た
り

雄
富
に
し
て

士
馬

故
に
能
く
秦
法
に
修
り

周
令
を
侠
す

崇
墳
を
劃
し

溶
油
を
割
し

市
を
経
済
的
に
潤
し
、
人
材
も
豊
富
、
兵
士
も
馬
も
精
鋭
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
。
「
崇
塙
」
「
溶
油
」
と
言
わ
れ
る
城
門
や
池
は
、
高
度
の
技
術
で
も
っ
て
作
ら
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
人
が
関
わ
り
人
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
、
人
で
あ
っ
て
初
め
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
線
じ
て
言
う
な
ら
、
そ
れ

は
す
な
わ
ち
文
明
で
あ
る
と
吾
一
口
え
る
だ
ろ
う
。
経
演
も
高
度
な
技
術
も
文
明
都
市
に
必
須
の
僚
件
で
あ
る
。

「
蕪
城
賦
」
は
前
宇
で
は
、
人
が
作
り
上
げ
て
き
た
文
明
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
都
市
空
聞
を
描
く
。
そ
し
て
後
傘
で
は
、
都
市
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
た
自
然
に

よ
っ
て
侵
食
さ
れ
、
文
明
な
ど
跡
形
も
無
く
な
く
な
っ
た
、
無
人
の
状
態
に
あ
る
場
所
を
描
く
。
人
の
有
無
は
そ
の
ま
ま
文
明
の
有
無
を
表
し
、
社
麗
な
建
築
や
溢
れ
か
え

る
人
の
代
わ
り
に
、
廠
撞
を
埋
め
る
奇
怪
な
も
の
た
ち
が
、
非
文
明
を
健
現
し
て
い
る
と
は
き
一
回
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
紀
行
賦
に
お
け
る
廠
櫨
と
の
相
違

賦
に
は
、
「
紀
行
」
と
分
類
さ
れ
る
作
品
群
が
あ
る
。
そ
れ
は
放
行
記
の
よ
う
に
書
か
れ
、
随
所
に
威
雄
古
跡
が
一
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
紀
行
賦
を
取
り
上
げ
、

そ
の
中
で
の
廠
櫨
と
は
ど
う
い
っ
た
場
所
で
あ
る
の
か
考
え
る
。
次
に
「
蕪
城
賦
」
と
の
相
遣
を
、
歴
史
の
有
無
と
い
う
貼
か
ら
考
察
し
て
い
く
。



紀
行
賦
の
例
と
し
て
、
班
彪
の
「
北
征
賦
」
を
見
て
み
よ
う
。

登
赤
須
之
長
坂

入
義
渠
之
奮
城

赤
須
の
長
坂
に
登
り

義
渠
の
奮
城
に
入
る

品
川
地
戎
王
之
淫
狭

繊
宣
后
之
失
貞

戎
王
の
淫
淡
を
八
万
ゆ
り

宣
后
の
失
貞
を
綴
れ
と
す

嘉
秦
昭
之
討
賊

赫
斯
怒
以
北
征

秦
昭
の
討
賊
を
嘉
し

赫
と
し
て
斯
ち
怒
り
以
て
北
征
す

紛
吾
去
此
奮
都
A
H
d

勝
遅
遅
以
歴
蕊

紛
と
し
て
吾

此
の
奮
都
を
去
り

観ト

濃
運
と
し
て
以
て
蕊
を
歴
た
り

(
〔
漢
〕
班
彪
「
北
征
賦
」
、
『
文
選
』
巻
九
)

引
用
し
た
の
は
、
「
義
渠
」
と
い
う
異
民
族
西
戎
が
治
め
た
園
の
あ
っ
た
場
所
に
立
ち
寄
っ
た
時
の
一
段
で
あ
る
。
嬢
櫨
に
到
る
と
、
「
義
渠
」
に
凋
す
る
歴
史
上
の
人
物

に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
「
戎
王
」
「
宣
后
」
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
に
記
述
が
あ
お
「
秦
の
昭
玉
の
母
・
宣
太
后
は
、
嘗
時
義
渠
の
地
に
い
た
旬
奴
の
戎
王
と
姦
遁
し
、

二
人
の
子
供
を
も
う
け
て
い
た
。
太
后
は
戎
王
を
だ
ま
し
て
甘
泉
宮
で
殺
害
し
、
そ
の
あ
と
兵
を
あ
げ
て
義
渠
に
進
軍
し
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
。
こ
の
歴
史
事
寅

に
つ
い
て
、
作
者
は
戎
王
に
到
し
て
は
批
判
の
意
を
、
秦
の
昭
玉
に
射
し
て
は
賃
美
の
気
持
ち
を
示
す
。
そ
し
て
、
心
鋭
れ
な
が
ら
長
安
を
去
っ
て
い
く
。

「
奮
城
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
そ
の
場
所
は
す
で
に
廠
壊
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
「
北
征
賦
」
に
お
い
て
は
、
療
櫨
が
ど
ん
な
様
子
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
は

さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
着
目
さ
れ
る
の
は
、
康
雄
が
あ
る
場
所
に
ま
つ
わ
る
歴
史
で
あ
る
。

つ
ま
り
紀
行
賦
で
は
康
雄

到
着
す
る
と

情
景
は

の
次
な
の
で
あ

っ
て
、
ま
ず
そ
の
地
の
歴
史
に
つ
い
て
語
り
、
次
に
自
身
の
心
情
を
述
べ
る
と
い
う
順
で
書
か
れ
る
。
紀
行
賦
は
こ
う
し
た
順
番
で
書
か
れ
る
一
節
が
、

《

m》

て
で
き
て
い
る
。

い
く
つ
も
連
な
っ

こ
の
よ
う
な
一
節
に
据
え
置
か
れ
た
廠
壊
は
、
人
に
歴
史
を
語
ら
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
の
前
に
あ
る
廠
櫨
に
向
か
っ
て
、
歴
史
が
述
べ
ら
れ
る
と
き
、

廠
櫨
は
た
だ
の
風
化
物
で
は
な
い
、
意
味
の
あ
る
場
所
に
な
る
。
紀
行
の
賦
に
お
け
る
巌
櫨
は
、
意
味
を
輿
え
ら
れ
た
既
知
の
場
で
あ
る
と
雪
国
一
え
よ
う
。

そ
れ
に
劃
し
て
「
蕪
城
賦
」

の
巌
櫨
は
、
未
知
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
作
品
は
、
「
濡
池
(
庚
々
と
し
た
様
子
)
た
る
卒
原
、
南
は
蒼
梧
癒
海
に
馳
せ
、

北
は
紫
塞
属
門
に
走
る
ロ
」
と
い
う
三
句
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
妊
大
な
空
聞
を
描
く
冒
頭
の
あ
と
、
韓
に
固
有
の
地
名
に
言
及
す
る
こ
と
も
な
く
、
先
に
見
た
都
市
の
繁
祭

の
記
述
へ
と
移
っ
て
い
く
。
舞
蓋
に
な
る
都
市
は
、
位
置
も
特
定
さ
れ
ず
、
固
有
の
地
名
も
冠
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
舞
塞
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
を
不
明
に
し
、
ま
た

同
時
に
ど
こ
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
い
う
態
度
を
表
明
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一

そ
し
て
、
華
や
か
な
都
市
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
出
入
す
る
こ
と
三
代
、
五
百
除
載
、
覚
に
瓜
と
百
聞
け
豆
と
分
か
る
。
」
と
言
い
、
特
に
縛
落
の
歴
史
が
記
述
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
五
百
年
後
に
は
、
墓
場
の
木
が
生
え
遁
境
の
風
物
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
る
奇
妙
な
康
雄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
大
都
市
と
嬢
壊
と
の
聞
の
時
聞
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
落

ム

" 
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ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
気
味
で
お
ぞ
ま
し
い
廠
櫨
を
こ
ま
ご
ま
描
寓
し
た
後
、
一
章
で
考
察
し
た
漠
賦
を
恩
わ
せ
る
燈
び
や
か
な
記
憶
が
匙
旬
、
そ
の
直
後
、
「
蕪

城
賦
」
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

天
遁
如
何

呑
恨
者
多

天
道

如
何

恨
を
呑
む
者
は
多
し

信
じ
る
べ
き
天
道
を
問
う
と
い
う
の
は
、
珍
し
い
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
史
記
』
伯
夷
列
惇
(
巻
六
十
一
)

の
「
天
道
、
是
か
非
か
。
」
を
思
わ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。

紀
行
賦
の
よ
う
に
歴
史
に
よ
っ
て
そ
の
場
所
の
荒
廠
に
つ
い
て
語
る
の
で
は
な
く
、
天
に
問
う
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
都
市
の
荒
療
が
歴
史
に
は
解
決
不
可
能
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

歴
史
は
人
に
よ
っ
て
簿
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
紀
行
斌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
あ
る
場
所
に
奮
跡
と
し
て
の
意
味
を
輿
え
、
歴
史
の
記
述
と
繋
げ
て
既
知
の
場
に
嬰
え

る
、
そ
う
し
た
廠
櫨
に
付
さ
れ
る
歴
史
は
、
人
が
知
を
集
積
す
る
文
明
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
だ
ろ
う
。
「
蕪
城
賦
」

の
廠
櫨
に
、
人
が
存
在
せ
ず
歴
史
も
-
記
述
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
蕪
城
に
は
場
所
に
意
味
を
輿
え
る
「
人
」
が
い
な
い
た
め
に
、
こ
の
場
所
に
つ
い
て
の
歴
史
が
廠
櫨
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
荒
れ
た
廠
櫨
が
そ
の
あ
り
の
ま
ま
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紀
行
賦
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
威
櫨
は
意
味
づ
け
の
さ
れ
て
い
な
い
、
未
知
の
癒
壌
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
未
知
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
わ
か
ら
な
さ
を
埋
め
よ
う
と
し
て
、
「
蕪
城
賦
」
は
綴
櫨
を
事
細
か
に
描
鶏
し
、
記
憶
の
片
鱗
を
回
想
す
る
。
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き

た
蕪
城
に
現
れ
る
、
不
自
然
で
奇
怪
な
も
の
や
「
同
想
」
は
、
す
べ
て
廠
櫨
が
描
か
れ
る
と
き
の
主
牲
と
な
る
歴
史
に
と
っ
て
か
わ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

の
李
善
注
に
「
集
に
虞
陵
故
城
に
登
る
と
云
う
。
」

《

nv

と
あ
り
、
従
来
劉
宋
期
の
庚
陵
に
閲
す
る
記
事
と
あ
わ
せ
て
、
飽
照
が
い
っ
こ
の
作
品
を
作
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
、
主
眼
を
置
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
で
、
「
蕪
城
賦
」

の
舞
肇
と
さ
れ
る
虞
陵
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
理
由
あ
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
『
文
選
』

制
作
年
代
の
研
究
は
、
史
書
の
記
述
と
作
品
の
表
現
を
根
擦
に
な
さ
れ
る
。
「
蕪
城
賦
」

の
作
品
中
の
言
葉
も
、
今
ま
で
年
代
確
定
の
論
擦
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
「
蕪
城
賦
」

の
言
葉
は
、
康
陵
と
制
作
年
代
に
し
ば
ら
れ
す
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
度
そ
の
呪
縛
か
ら
解
放
し
て
考
察
す
る
、
こ
れ
が
本
稿
の
ひ
そ

か
な
目
的
だ
っ
た
。
舞
査
を
限
定
せ
ず
に
こ
の
作
品
を
考
え
る
と
き
、
蕪
城
は
多
彩
な
様
相
を
見
せ
る
。

《

mv

も
し
蕪
域
が
康
俊
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
作
品
に
潔
う
死
と
遁
墳
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
臭
玉
湯
の
時
か
ら
績
く
殺
裁
の
歴
史
と
、
劉
宋
期
に
お
け
る
箪
事
嬢
貼
と
し
て
の
北

貌
と
の
緊
張
関
係
が
読
み
取
れ
よ
う
。
し
か
し
、
「
蕪
城
賦
」
が
と
る
ど
こ
の
場
所
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
い
う
態
度
は
、
そ
の
ま
ま
ど
こ
で
あ
っ
て
も
蕪
城
に
な
り
う
る
と
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示
唆
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、
死
と
漫
墳
に
よ
る
探
嫡
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
い
う
、
六
朝
人
の
不
安
と
諦
め
と
が
底
流
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

注

本
論
文
で
は
、
飽
煩
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
『
間
部
叢
刊
』
所
牧
毛
斧
季
校
宋
本
『
飽
氏
集
』
を
底
本
と
し
た
。
ま
た
、
使
用
し
た
文
献
は
、
胡
刻
家
重
刻
宋
淳
熊
本
李
善
注
『
文
選
』
〈
中

文
出
版
従
)
、
『
四
部
叢
刊
』
所
牧
『
筆
詮
陶
淵
明
集
』
、
証
紹
極
校
『
墓
文
類
阜
県
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
)
で
あ
る
。
『
文
選
』
所
牧
の
作
品
の
表
記
は
、
原
則
『
文
選
』
に
よ
っ
た
。

(
l
)

『
宋
書
』
巻
五
十
一
臨
川
烈
武
王
道
規
停
の
劉
義
慶
の
僚
に
飽
照
の
停
が
あ
り
、
「
飽
照
字
明
速
、
文
僻
賂
逸
、
嘗
矯
芦
楽
府
、
文
甚
遁
麗
。
」
と
あ
る
。

〈2
)
鍾
燦
は
『
詩
岡
田
』
序
に
お
い
て
、
「
飽
照
戊
遁
」
を
「
五
言
の
警
策
」
の
一
つ
と
し
て
奉
げ
て
い
る
。
『
詩
口
問
』
序
「
陳
思
贈
弟
、
仲
宣
七
哀
、
叔
源
離
宴
、
飽
照
成
遁
、
太
沖
諒
史
、

顔
延
入
洛
、
陶
公
諒
貧
之
製
、
恵
連
樽
衣
之
作
、
皆
五
言
之
警
策
者
也
。
」

ま
た
江
掩
の
「
雑
健
詩
一
一
干
首
」
(
『
女
書
巻
三
十
二
に
、
飽
照
が
「
戎
行
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
嘗
時
の
飽
照
に
劃
す
る
評
債
が
讃
み
取
れ
る
。

(
3
}
「
白
楊
」
と
い
う
語
は
、
『
文
選
』
巻
八
の
揚
雄
「
割
引
猶
賦
」
に
「
管
合
園
舎
、
然
後
先
置
乎
白
楊
之
南
、
昆
明
霊
沼
之
東
。
」
と
あ
る
が
、
服
慶
注
に
「
白
楊
、
観
名
也
。
」
と
い
い
、

建
物
の
名
で
あ
っ
て
、
植
物
と
し
て
の
「
白
楊
」
で
は
な
い
。

(
4
)
「
白
楊
」
の
語
を
用
い
る
五
言
詩
は
、
本
文
中
に
奉
げ
た
「
古
詩
十
九
首
」
の
其
十
三
・
其
十
四
・
陶
淵
明
「
挽
歌
詩
」
以
外
に
、
「
珠
章
行
」
古
僻
・
謝
鐙
運
「
擬
貌
太
子
鄭
中
集
詩

八
首
」
中
の
「
平
原
侯
植
」
が
あ
る
。
ま
た
飽
照
自
身
の
作
品
で
は
、
「
代
遁
居
行
」
(
司
飽
氏
集
』
巻
三
)
に
「
長
松
何
落
落
、
丘
擁
無
復
行
。
遁
地
無
高
木
、
競
篇
多
白
楊
。
」
と
あ

る。

(
5
)
「
粛
粛
」
の
語
は
、
司
毛
詩
』
で
は
、
「
粛
粛
馬
鳴
、
悠
悠
筋
旋
」
(
小
雅
車
攻
)
と
あ
り
、
馬
の
い
な
な
く
さ
ま
を
形
容
す
る
が
、
「
風
粛
粛
今
易
水
霧
、
壮
士
一
去
今
不
復
選
。
」
(
『
史

記
』
巻
八
十
六
刺
客
列
侍
}
や
、
「
風
堀
場
守
木
粛
粛
、
思
公
子
今
徒
離
憂
。
」
(
『
楚
齢
』
九
歌
山
鬼
)
と
あ
る
よ
う
に
、
風
の
吹
く
さ
ま
、
ま
た
木
が
風
に
吹
か
れ
る
様
を
表
す
語

で
も
あ
る
。

(
6
}
「
孝
武
帝
哀
策
文
」
(
『
義
文
類
衆
』
巻
十
三
帝
王
部
三
}
「
龍
控
穆
而
車
問
機
遠
、
驚
霞
飽
而
白
楊
回
調
。
観
初
霜
之
輔
宜
保
、
聴
秋
風
之
下
帯
。
」

(
7
)
李
陵
の
「
答
蘇
武
書
」
に
つ
い
て
は
、
富
谷
至
氏
の
『
ゴ
ピ
に
生
き
た
男
た
ち
』
(
白
帯
祉
一
九
九
四
)
に
詳
し
い
。
冨
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代
に
は
西
域
を
象
徴
す
る
諮
は
、
詩

文
中
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
氏
は
李
陵
と
蘇
武
を
め
ぐ
る
設
話
は
東
亜
日
か
ら
南
朝
宋
あ
た
り
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
と
な
れ
ば
「
答
蘇
武
書
」
と
「
蕪
城

賦
」
と
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

(
8
)
呉
湛
遼
は
南
朝
宋
か
ら
脅
に
か
け
て
の
人
。
『
南
史
』
巻
七
十
二
に
俸
が
あ
り
、
「
叉
有
呉
湛
遠
者
、
好
矯
篇
章
、
宋
明
帝
聞
而
召
之
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
南
湾
書
』
巻
五
十
二
丘
E

源
停
に
、
亘
源
が
蓑
祭
に
輿
え
た
書
の
中
で
、
「
呉
遁
遠
族
諒
之
。
」
と
言
う
。

{
9
)

「
碑
」
は
異
民
族
の
太
鼓
。
宋
本
『
飽
氏
集
』
で
は
、
「
韓
」
を
「
輝
」
に
作
る
。
今
、
逢
欽
立
の
指
摘
に
従
っ
て
『
柴
府
詩
集
』
、
張
漕
本
の
「
韓
」
に
改
め
る
。

(
叩
)
「
縛
蓬
」
や
「
飛
蓬
」
な
ど
の
「
蓬
」
は
、
「
遊
子
」
や
「
征
夫
」
の
隠
喰
に
な
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
劉
宋
期
の
「
・
・
仲
秋
漫
風
起
、
孤
蓬
巻
霜
根
。
白
日
無
精
景
、
黄
沙
千



ムハムハ

里
昏
。
穎
軌
莫
殊
轍
、
幽
塗
出
且
異
魂
。
妻
賢
良
己
失
、
抱
命
復
何
怨
。
」
(
王
僧
達
「
和
頂
邪
王
依
古
」
、
『
文
選
』
巻
三
十
二
ゃ
、
「
訊
此
倦
遊
士
、
本
家
自
遼
東
。
昔
隷
李
将
軍
、

十
載
事
西
戎
。
結
車
高
関
下
、
極
望
見
雲
中
。
四
面
各
千
里
、
従
横
起
巌
風
。
寒
煩
宣
如
節
、
霜
雨
多
異
向
。
タ
媒
北
河
陰
、
夢
痘
甘
泉
宮
。
勤
役
未
云
己
、
壮
年
徒
矯
空
。
廼
知
古

時
人
、
所
以
悲
韓
蓬
。
」
(
衰
淑
「
放
古
」
、
『
文
濯
』
巻
=
一
十
二
な
ど
は
、
漫
境
に
ま
つ
わ
る
人
や
情
景
と
と
も
に
「
蓬
」
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
「
蓬
」
は
、
漫
境
の
風
物
と
し
て

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
日
)
『
黄
挨
」
は
、
鈍
照
以
前
に
は
謝
倫
の
「
大
道
曲
」
一
例
の
み
。
「
青
陽
一
一
一
一
一
月
、
柳
膏
桃
復
紅
。
車
馬
不
相
識
、
音
落
黄
挨
中
。
」
(
『
祭
府
詩
集
』
巻
七
十
五
}
と
言
い
、
詩
句
の
み

で
は
、
遁
境
を
諒
う
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
『
築
府
詩
集
』
は
「
築
府
庚
題
」
を
引
い
て
『
謝
向
矯
鎮
西
将
軍
、
嘗
着
紫
羅
南
、
撮
胡
林
、
在
市
中
悌
園
門
機
上
顎
琵
琶
、
作

『
大
道
曲
』
。
市
人
不
知
是
三
公
也
。
」
と
雷
同
い
、
こ
の
作
品
に
ま
つ
わ
る
説
話
に
な
に
か
し
ら
遁
墳
と
の
関
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
「
黄
挨
」
を
遁
墳
の
風
物
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
か
は
不
明
。

(
ロ
)
「
遁
塞
詩
」
の
領
域
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の
呼
稽
を
遜
け
た
。
『
唐
代
遁
塞
詩
研
究
論
文
選
粋
』
(
甘
粛
教
育
出
版
社
、
一
九
八
八
)
、
玉
大
進
『
南
朝
遁
塞
詩
新

論
』
(
里
仁
書
局
、
二

0
0
0
)
、
松
原
蘭
「
遁
塞
詩
の
出
現
l
梁
陳
に
お
け
る
遁
塞
築
府
を
中
心
に
」
(
『
中
園
詩
文
論
叢
』
一
一
四
、
二

0
0五
)
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

(
日
)
顔
延
之
「
北
使
洛
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
七
)
に
「
伊
穀
絡
津
晴
樹
、
肇
館
無
尺
橡
。
宮
陛
多
巣
穴
、
域
開
生
雲
煙
。
」
と
あ
り
、
建
築
の
崩
壊
と
、
宮
殿
に
動
物
の
集
が
で
き
る
さ
ま
を

述
べ
る
。
ま
た
同
「
還
至
梁
城
作
」
(
向
上
)
に
は
「
正
聾
填
郭
郭
、
銘
志
減
無
文
。
木
石
扇
幽
閥
、
黍
苗
延
高
墳
。
」
と
言
い
、
戟
誠
に
遭
っ
た
梁
城
は
城
の
外
も
中
も
墓
で
埋
め
貴

く
さ
れ
、
墓
門
は
木
や
石
で
塞
が
れ
、
そ
こ
に
黍
が
伸
び
る
情
景
を
描
く
。
ま
た
七
言
で
は
あ
る
が
、
鈍
照
「
行
路
難
」
其
十
五
(
『
飽
氏
集
』
巻
八
)
に
「
君
不
見
柏
梁
華
、
今
日

丘
櫨
生
草
莱
。
君
不
見
阿
房
宮
、
霧
雲
海
雑
栖
其
中
。
歌
妓
舞
女
今
誰
在
、
高
墳
晶
一
盛
満
山
隅
。
」
と
言
い
、
柏
梁
・
阿
房
の
古
の
宮
殿
が
、
今
で
は
草
が
生
え
、
維
が
住
む
さ
ま
を

歌
っ
て
、
「
荒
廃
」
を
表
現
し
て
い
る
。

(
U
}

「
宿
」
は
ノ
ロ
。
『
毛
詩
』
召
南
「
野
有
死
麿
」
に
「
野
有
死
療
、
白
茅
包
之
。
」
『
説
文
解
字
』
鹿
部
に
「
康
、
盛
也
。
」
「
隠
」
は
、
李
善
注
に
「
街
、
鑓
鼠
也
。
」
『
爾
雅
』
穂
鳥
に
『
隠

鼠
、
夷
由
。
」
郭
湊
注
に
「
獄
如
小
狐
、
似
煽
掘
、
肉
麹
。
」
と
あ
り
、
コ
ウ
モ
リ
に
似
た
動
物
。

(
日
〉
『
漢
書
』
巻
五
十
四
蘇
武
の
停
に
「
武
既
至
海
上
、
康
食
不
至
、
掘
野
鼠
去
山
J

寅
而
食
之
。
」
と
あ
り
、
蘇
武
が
旬
奴
の
地
で
幽
閉
さ
れ
た
際
、
「
野
鼠
」
を
食
べ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

二
章
で
述
べ
た
遁
境
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
「
野
鼠
」
に
も
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

(
日
)
「
蛾
」
は
人
を
射
る
晶
、
短
狐
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
何
人
斯
」
に
「
矯
鬼
矯
賊
、
則
不
可
得
。
」
毛
停
に
「
蛾
短
狐
也
。
」
「
肱
」
は
蟻
の
こ
と
。
『
爾
雅
』
縛
魚
に
「
媛
底
、
博
三
寸
。
首

大
如
壁
。
」
『
楚
齢
同
大
招
に
「
魅
」
と
「
蛾
」
が
並
列
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
「
鯛
鱒
短
狐
、
王
理
鶏
ロ
ハ
。
魂
乎
無
南
、
蛾
傷
銅
只
。
」

(
げ
)
「
久
城
」
を
現
行
『
義
文
類
衆
』
(
巻
四
十
一
一
)
で
は
「
入
城
」
に
作
る
。

(
国
}
「
山
鬼
」
は
『
楚
僻
』
九
歌
に
「
山
鬼
」
が
あ
る
が
、
女
性
的
な
静
重
で
あ
る
『
楚
齢
』
の
山
鬼
と
、
「
蕪
城
賦
」
に
お
け
る
そ
れ
と
を
同
様
の
も
の
と
し
て
扱
え
る
か
は
不
明
。

(
凶
)
「
塵
」
は
宋
本
『
飽
氏
集
』
で
は
、
「
恩
」
に
作
る
が
、
了
一
一
絹
林
校
注
司
飽
照
集
校
注
』
に
従
っ
て
、
『
文
選
』
の
表
記
「
塵
」
に
改
め
る
。

(
加
)
「
義
渠
」
は
秦
の
都
成
陽
の
北
西
、
現
在
の
険
西
省
と
甘
粛
省
の
墳
に
あ
る
。
『
漢
書
』
巻
二
十
八
下
地
理
志
の
「
北
地
郡
」
の
僚
に
「
義
渠
道
」
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。
秦
と
接
し

て
い
た
義
渠
は
、
秦
操
公
の
と
き
(
紀
元
前
四
一
ニ

O
年
)
秦
を
攻
撃
し
て
滑
陽
ま
で
侵
入
し
た
が
、
の
ち
徐
々
に
秦
に
領
土
を
奪
わ
れ
、
悪
文
王
の
治
世
に
は
、
義
渠
の
二
十
五
城
が

奪
取
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
『
史
記
』
の
秦
本
紀
(
巻
五
)
、
六
周
年
表
(
巻
十
五
}
、
旬
奴
列
停
(
巻
一
百
十
}
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。

(
幻
)
「
秦
昭
王
時
、
義
渠
戎
王
輿
宣
太
后
嵐
、
有
三
子
。
宣
太
后
詐
而
殺
義
渠
戎
王
於
甘
泉
、
遂
起
兵
伐
残
義
渠
。
於
是
秦
有
隠
西
・
北
地
・
上
郡
、
築
長
城
以
拒
胡
。
」
(
『
史
認
』
巻

一
百
十
旬
奴
列
傍
)

(
辺
)
他
の
例
と
し
て
同
じ
く
『
文
選
』
巻
九
所
牧
の
班
昭
「
東
征
賦
」
や
、
巻
十
の
溢
岳
「
西
征
賦
」
が
奉
げ
ら
れ
る
。
「
東
征
賦
」
に
「
途
進
道
而
少
前
今
、
得
卒
丘
之
北
遁
。
入
匡
郭



而
遁
遠
今
、
念
夫
子
之
厄
動
。
彼
衰
嵐
之
無
道
今
、
乃
困
畏
乎
要
人
。
」
と
述
べ
、
「
北
征
賦
」
と
同
じ
順
序
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
お
わ
り
に
」
で
「
蕪
城
賦
」
の
舞
牽
が

庚
陵
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
飽
照
と
同
時
代
の
謝
霊
運
が
著
し
た
「
撰
征
賦
」
は
、
紀
行
賦
の
表
現
で
も
っ
て
庚
陵
を
描
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
「
登
高
壊

以
詳
質
、
知
英
沸
之
表
盛
。
戒
東
南
之
逆
策
、
成
劉
后
之
賊
聖
。
藷
堕
銭
之
殿
阜
、
臨
准
楚
之
剰
軽
。
盛
凡
杖
而
顎
心
、
怒
抵
局
而
遂
争
。
念
愛
盆
之
扶
絹
、
惜
徒
傷
於
家
令
。
」
(
『
宋

書
』
巻
六
十
七
)

(
お
)
最
近
で
は
、
土
屋
聴
の
「
飽
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考
」
(
『
文
事
研
究
』
一

O
四
、
二

O
O七
〉
が
あ
り
、
制
作
年
の
新
設
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
着
目
し
た
「
白
楊
早
落
、
塞

草
前
衰
」
と
い
う
二
句
は
、
土
屋
論
文
で
は
各
と
い
う
季
節
を
確
定
す
る
こ
と
に
、
一
役
買
っ
て
い
る
。

(
泌
)
前
漢
呉
王
湧
の
呉
楚
七
園
の
蹴
(
『
史
記
』
)
、
後
漢
賊
張
嬰
の
反
蹴
(
『
後
漢
書
』
)
、
東
菅
末
孫
思
・
庫
循
の
秘
(
『
音
書
』
)
な
ど
が
、
廃
陵
に
関
す
る
載
鋭
と
し
て
奉
げ
ら
れ
る
。

六
七


